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40年の歩み
本大会も40留を迎えました。 ζれから壮年期記入ると

ころです。 日本駿球協会が設立してζ としで40周年で

す。本大会は途中戦争や諒闇のため8年ばかち抜けてい

ます。突に臼本蹴隷協会設立以前民生まれたわけで、日

本のサッカーの投手詩的な発媛、全爵的な普及の歴史と軌

をーにしてのびてきました。大正7年 1FJ12呂、大揺主

｛躍の略称で大会名称も「日本ブートポール大会Jとして

発足しました。~：加授は京阪神の自由夢二加を求めたと ζ

ろ関学高等部、御影翻範、京都師範、奈良締範、姫路締

範、明星務、神戸一中、堺中の八校でしたが、それがζ

んなに大きく成長しました。

初期のころはドリブルと長大なキックの裁合で、馬力

に富んだ御影錦範が七連勝しました。都生期のζろは全

く締範学校が大会を独占していましたが彼等の普及によ

り教え子たちが成長し、中学がとってかわる日がやって

きました。

ショートパスの中学部範のキック・アンド・ラッシ

ュを破るためにはショート・パスしかないと技のチーム

がふえてきました。その先頭は神戸一中で、第8回大会

：二初めて中学として優勝しました。このころになるとチ

ーム数もふえ、自由多加では大会の運営が行き詰まりか

けました。ここに全留に呼びかけ、本当の意味の全国大

会が生まれました白

全顕予選制の確立第9間から全国を 8地区に分け、

各地区優勝校によって争われることになりました。朝鮮

からも参加し、のら台湾も加わりました。グラウンドも

第1囲の豊中から宝塚になり、鳴患、さらiこはし、ま高校

野球をやっている甲子関球場でも行ないましたが、昭和

4年南甲子閣に芝生の専用球技場ができました。ここが

中学サッカー・マンの樺がれの地として、全盛期へ導い

た鶏甲子顕です。チーム数も予選参：加校の増加から、 8

校が12校になり 14校から16校へと飛躍しましたロせっか

く参加した朝鮮が2度留に初援勝したのに、年令制限に

ひっかかっぞ約10館参加がとだえましたが、その鵠は兵

庫で予選援勝をした御影師範か神戸一中が必ず，擾勝して

永く「蹴球王菌兵庫Jの名を大会にとどめました。とこ

ろが16屈に翠ち突如岐阜師範が擾勝し、初めて大優勝旗

は兵庫の地を去り、それからは広島一中、埼玉蹄範と地

方の充実が自立ちはじめました。

戦後のi箆託期幾多の名試合で全国に名を高め、水準

を写体上げた本大会も、戦綾は全くの群雄割拠で、開催

地も南甲子顕の閉鎖により「西宮の大会JIζ転じ、また

学制改革により昭和24：年には全留中等大会から全器高校

サッカー選手権大会に改称されました。それからは地方

勢の著しい進出が目立ち、宇都宮の北関東、秋田高の策

jむと援勝分布留は一変しました。予選参加校数も 500か

ら650、さらに最近は800校を越え、おから20、25、26校

と漸次参＝加校数の割合によって増し、ついに第40国大会

を期して参：加選手待望の32校に遼しました。 ζの潤名門

地区がドンドン地屈めをしてきましたが、最近の10年を

とると、そのうち突に6屈を浦和勢が優勝していて現在

は浦和の全盛時代といえましょう。 ζれを紙一重で追っ

ているのが広島で、三番手として控えているのが秋田寵

の西奥羽、藤枝東で代表される静問、京阪神では大阪、

兵庫の表選にひきかえ山城を看板とする京都が進出、さ

らには四菌、北九州と全国的な実力の平均イちが自立って

います。

題際試合への飛躍技術的にながめると一時の混乱期

から力強いプレーに重点が設がれ、さらにまた最近は、

昭和34年から関擁されたアヲア・ユース・サッカー・ト

ーナメントむ刺激で、爵際試合に通ずるサッカーへと飛

躍しました。 ζの大会を最後の資料として日本高校代表

チームが結成されることとなり、高校サッカーの技その

ものにも、ボールを正しく扱う気鳳がみながってきまし

た。これちは麗知れぬ普及とともに戦後白最大の収獲で、

あり、ひいては日本サッカーの発震に直接のつながちを

もたらしています。 90数カ留の愛野する世界のスポーツ

サッカー。その臼本における強力な母件として、本大会

の使命は重く、重いがゆえにまたそれが大きな誇りですa

・写真ヂィスプレイ デザイン

図録見本市会館1階

襲朝日写真公社
大訳市東区内本町橋詰町58

PH ONE (94) 50 79・5631
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早稲田大学高等学院 東京都練馬区ーと石神弁 1ノ216 （東京）初

－長 河野 宥 工、；~ J出忍1 遠藤四男夫

氏 名 学年 生年月日 C立1 kg 
24年創部で初出場。強力さには欠けるが、

GK 田康幸夫 、つ) 18 .11.23 174 62 
オープン攻撃できるのが強味。 RH堀田と L

藤本克彦 2 19. 7.30 167 b7 
I臼出島の精力的な動きから、両翼にまわ

高島康 2 19.12.19 172 63 
し、そこからのリターン・パスが大半の得点

...> つ 18. 7.20 162 ti7 
源。決め役はCF加藤、 LW石Jiit：＂が、加藤

H B 植木 彰 J つ 18.10.21 168 65 
のキ：＿プ力はFWの威力。 HBは攻撃的で、

古明地忠臣 .;:> つ 18.10.20 169 60 
どちらかといえば攻撃裂。 CH積木が守掃を

石 井正朗 1 20. 7.20 167 56 
ょくしめている。遠藤コーチは「強さはない

費 Jll 高明 ι。) 18.11. 3 171 60 がチームワークには自信がある。後半戦で崩

FWJ 加藤道生 1 20.11. 1 167 51 れるクセを直すためマラソンもやって猛練習

日出島忠純 2 19. 5.15 163 58 したJと初出場にしては自信ありげ。

石川 旺－ 3 18. 9. 2 180 69 （過去の成績）

村田耕 2 19. 4.11 173 58 東京準々決勝城北2-1開成
平高1-0教大付

田中靖浩 2 19. 3.20 165 58 帝 京1-0大泉

・SUBJ 山崎 篤 1 20. 9.21 171 62 脊学4-1羽田工1

準決勝早高1-0城北
山 本 富 士 夫 1 21. 3.18 172 56 帝京3-1青学

村形義明 1 19. 6.17 168 57 決勝早高2-1帝京（二回延長〉

6 -
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